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学生は臨床実習の経験をどのように振り返っているか
―計量テキスト分析による臨床実習感想の検討―
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【はじめに，目的】
理学療法教育において，臨床実習は，学内教育と臨床現場をつなぐ重要な教育過程である。同時に，これまで学習してきた現象
を体験し，理学療法士という専門職の魅力を感じる再考の機会である。本研究では，総合臨床実習後の感想より，学生が臨床実
習をどのように振り返り，理学療法士についてどう捉えたかを検討することとした。また，長期臨床実習は 1期，2期と実習施
設を変えて 2回実施する。1期目の経験を踏まえて 2期目の実習指導がなされることが多いが，それぞれの実習目標の設定な明
確ではない。そのため，本研究では，1期と 2期での学生の学びの特徴についても検討し，目標設定に繋げることを目的とした。
【方法】
4年次に実施する総合臨床実習は 7週間を 2回行う。1期目，2期目終了後に臨床実習を振り返って内省し，次への自分自身の課
題や目標を考える手段として臨床実習感想を作成している。本研究は 4年生 37 名を対象にし，研究目的での感想文の利用に同
意を得られたものを分析対象とした。
感想文をすべてテキスト形式にデータ化し，語句の整理を行った後，KH Coder.2.X を用いて分析した。KH Coder は，内容分析
の考え方を基盤として開発された計量テキスト分析のためのフリーソフトウェアである。1期と 2期での学生の学びの違いにつ
いて分析するため，各期終了後の感想でデータ全体に比して高い確率で出現する特徴語を抽出し，語句と語句の結びつきを示す
共起ネットワークを作成し，各期の特徴を分析した。さらに，臨床実習の経験により，学生が理学療法士をどのように捉えたか
を検討するために，理学療法士を示す語句はすべて PTとしてまとめ，「PT」という語句と結びつきを示す語句について抽出し
た。
【結果】
感想から得られたテキストデータ全体では，1195 文章数，39514 語句数からなり，2319 種類の語句が分析対象として抽出された。
1期の感想では 643 文章数，2期は 552 文章数から成った。
各期のテキストデータを特徴づける 30 語を比較すると，1期は「コミュニケーション」「関係－築き」という情意面に関する語句
が抽出された。また，「分かる－変化－気づく」といった長期間の臨床実習で得られる症例の反応の変化に関する語句がみられ
た。「アプローチ－難しい」「不足－技術」という理学療法介入での困難を示す語句がみられた。さらに，共起ネットワークでは，
「不安」「緊張」「反省」という語句も示された。一方，2期では「リハビリテーション」「生活」という広い視点で理学療法に取り組
む姿勢を示す語句が抽出された。
「PT」を含む文章は全体で 110 あり，これらと結びつきを示す特徴語を抽出した。今回は理学療法士のイメージを検討するため，
分析対象は名詞，形容詞，形容動詞とした。共起関係により結びつきの高い語句として抽出された 13 語は，「患者」「介入」「生活」
「治療」「自分」「病院」「実施」「実習施設」「実習指導者」「理学療法」「重要」「環境」「関係」であった。
【考察】
臨床実習後の感想を計量テキスト分析したところ，1期と 2期で総合臨床実習という経験の振り返りで出現する語句から，学生
の捉え方や学びの傾向の違いが示された。1期では経験を次の臨床実習へ繋げるという意味でも「難しい」「不足」「反省」から自
らの課題を明確にしようとする傾向がみられた。また，1期でコミュニケーションに関連する語句が抽出され，臨床の場面で患
者や実習指導者とのコミュニケーションや関係づくりの難しさや重要性を学んでいた。1期では，初めての長期臨床実習に対し，
「不安」「緊張」を示す語句もみられ，学生の不安感の高さが伺えた。コミュニケーションに対しては臨床実習前に状況を想定し
たシミュレーションなどを通して，準備を行う必要性が示唆された。2期では，2回の臨床実習を総括し，「生活」「リハビリテー
ション」という広い視点で考える必要性を感じたと考えらえる。
理学療法士像については，「患者の生活に介入する」ということと，それを実行するために必要となる「環境」や「関係」の重
要性が認識されていたと考える。
【理学療法学研究としての意義】
本研究より，臨床実習での経験について，学生の振り返りの傾向が明らかとなった。また，各期の学びの特徴も示され，それぞ
れの実習目標設定や臨床実習前の準備に活用し，今後の臨床実習展開へ繋げることができた。
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